
循環・3Rリレーセミナー

「⾼岡市脱炭素先⾏地域の太陽光パネルで奏でる
Circular Economy」

1

2024/2/16@ＡＰ東京⼋重洲 Xルーム（講演30分）
ハリタ⾦属株式会社 代表取締役 張⽥ 真

私たちは持続可能な開発⽬標（SDGs）を⽀援・実⾏します。

〜異業種連携による資源循環の取組〜
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課題に満ちたこの時代にこそ、真に持続可能社会への移⾏が求められて
いる。その⼿段の⼀つとして注⽬されている欧州発の循環経済（Circular 
Economy）は、３R（リユース、リデュース、リサイクル）に付加価値の循
環を組み⼊れた真に持続可能な社会を実現するための産業システム、経
済政策である。
経済価値のものさしが⼤転換する時代において、新しい価値を⽣む循環

経済型社会システムへの移⾏と循環経済型ビジネスモデルへの転換は必須
であり地域の特性を⽣かしながら産官学総⼒戦にて挑む必要がある。正に
今、個⼈戦から団体戦の時代の幕開けである。本⽇は⾼岡市脱炭素先
⾏地域事例から太陽光パネルを最⼤限に活⽤した再⽣可能エネルギー活
⽤と循環経済型地域モデルを紹介し、地域経済を循環経済で⾰新してい
く⼀助とする。

講演要旨
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Circular Economy ≠ Circular Ecology

4

個⼈戦 → 団体戦
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経済・ビジネスは付加価値

6

「顧客の創造。
ビジネスは顧客をつくり続けることである。」

ピーター F. ドラッカー

出所 ドラッカー⽇本公式サイト
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「社会と市場の創造。
ビジネスとは社会と市場価値を⾃らつくり続けることである。」

M・HARITA
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社会課題をビジネスで解決することが、
なぜ必要なのか︖

それは成果が最⼤化されるからである。
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Circular Economy → Why What How

10

Circular Economy → Why What How
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Circular Economy → Why What How

12

Why
Whyの⾔語定義で全ての結果が決まる。
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ハリタ⾦属株式会社 代表取締役 張⽥ 真

1993年 摂南⼤学 薬学部薬学科卒
サンド薬品（現ノバルティスファーマ）⼊社

1995年 医療法⼈ 清湘会 ⼊社 薬剤師勤務
1999年 ハリタ⾦属株式会社 ⼊社
2010年 ハリタ⾦属株式会社 代表取締役就任

＊経済産業省 ISO TC323 Circular Economy 国内検討委員会 委員
＊経済産業省 産業構造審議会 ⼩型家電⼩委員会 委員
＊経済産業省 循環経済ビジョン研究会 委員（2019-2020）
＊内閣府 戦略的イノベーション創造プログラム(SIP) Circular Economy サブPD
＊富⼭県新成⻑戦略 新産業創出PT 委員
＊循環経済協会 理事
＊富⼭⼤学 学⻑特命補佐

⾃⼰紹介
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会社概要
法⼈名称 ハリタ⾦属株式会社
設⽴⽇ 1975年8⽉（創業 1960年6⽉）
本社所在地 〒939-0135 富⼭県⾼岡市福岡町本領1053-1 
代表者 代表取締役 張⽥ 真（はりた まこと）
資本⾦5,000万円
従業員数３００名
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世界に循環を、あなたと幸せを。

私たちの経営理念 Purpose

20
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会社紹介

22

家電リサイクル
Aグループ
パナソニック、東芝国内

21社認定
⼤⾂認定リサイクル⼯場

北陸信越地区担当
年間処理≒
30万台以上／年
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⾃動⾞リサイクル
破砕事業者許可

年間リサイクル≒
30,000台／年

24

⼩型家電リサイクル
⼤⾂認定⼯場

富⼭県・⽯川県・福井県

⾦・銀・銅
レアメタル回収
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東京オリンピックのメダルは
史上初リサイクル材100％で製造︕

富⼭県で回収された⼩型家電はハリタ⾦属でリサイクル

⾦、銀、銅出所 リバー

新中期経営計画

26

売上⽬標100億⇒300億
2030年までに



新中期経営計画
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えっ︖300億︕

すかっ︕

28

企業も地域も現状維持は衰退
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今までのやり⽅を変える
狙いどころ
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成⻑エンジンを変える
狙いどころ
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私たちのPMV＋中期戦略

2022/３/9
ハリタ⾦属 代表取締役 張⽥ 真

私たちは持続可能な開発⽬標（SDGs）を⽀援・実⾏します。

32

今の延⻑に未来はない
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Circular Economy
（循環経済）

有形無形の付加価値循環による、新しい経済の概念

34

３R
廃棄物処理政策
Reduce 減らす
Reuse 何度も⻑く使う
Recycle 資源リサイクル

≠ Circular Economy

経済・産業政策
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Circular Economy
≠

⼤量⽣産・⼤量リサイクル

36

「戦略」 どの⼭に登るかを決める

「戦術」 どう登るかを決める

＊「戦略」の失敗は、「戦術」では取り戻せない
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現状把握

登る⼭「戦略」

登り⽅「戦術」
（戦略とのギャップを埋める）
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現状把握

登る⼭「戦略」

登り⽅「戦術」

Circular Economy︖

Circular Economy︖
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CN ⇒ CE
Carbon Neutral Circular Economy

出典 経済産業省 循環経済ビジョン 報告書

サーキュラー・エコノミー（Circular Economy）

40

Circular Economy
資源や製品を経済活動の様々な段階（サービス・⽣産・消費・廃棄な

ど）で循環させることで、資源効率性を上げ、かつエネルギーの消費や
廃棄物発⽣をミニマム化する。そしてこれはその循環の中で付加価値を
⽣み出すことによって、 経済成⻑と環境負荷低減を両⽴するための
産業システムであり経済政策。

これは、持続可能な社会を実現することが可能な、新たな経済の概念
であり、その経済価値は2030年で500兆円、

2050年には2700兆円とも予測。（Byアクセンチュア）
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Circular Economy Vision

技術

技術アプローチのみに偏ると危険

42

Circular Economy Vision

技術

ビジネスモデル（３R＋⻑寿命化ビジネス）

社会システム(社会設計・ルール形成・規制・デジタル等)

New Value Chain（ビジネスは付加価値）
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CN ⇒ CE
Carbon Neutral Circular Economy

出典 経済産業省 循環経済ビジョン 報告書

天然資源

いずれ変わる⻘枠の事業領域を⾼度リサイクルで待ち伏せ

エントロピー
CEとエントロピー（ハリタの独⾃解釈）
エントロピーのコントロールをあらゆる⼿段で⾏う。
エントロピーを⼩さくしてリサイクルプロセスに投⼊。

44

ばらつきがコントロールされ、且つ⼩さい再⽣資源が⼿に⼊る。再
⽣材とバージンを⽐較するのは間違い。異物混⼊を前提とし、い
かにコントローラブルな再⽣資源を使いこなすのかに勝ち筋がある。
「この点は本公演の中で最重要ポイントである。」



Carbon Neutralについて

45

46

ハリタのCarbon Neutral

知る→測る→減らす→つくる→つなぐ→稼ぐ
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2022年9⽉ SBTi 認定取得︕
野⼼的な「1.5°C⽬標」を選択

※2030年の温室効果ガス排出量42％削減（2020年度⽐）

ハリタ⾦属株式会社

SBT（Science Based Targets）とは、
“科学に基づいた⽬標”。
☛ 科学は最新の気候科学のこと。
☛ ⽬標は温室効果ガス削減の⽬標。

パリ協定が求める⽔準と整合した、企業が
設定する温室効果ガス排出削減⽬標のこと

49

ハリタ⾦属株式会社のカーボンニュートラル トランジション戦略
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事業成⻑により2030年ま
で毎年2022年⽐5％排
出量増加を⾒込む。

省エネ継続
原単位の改善1％以上

省エネ運⽤の実施
LED照明 省エネ機器導⼊省エネ機器導⼊

設備更新によるエネルギー
の合理化 電動機の⾼効率化 ZEB、ZEFZEB、ZEF

化⽯燃料の使⽤量削減 EV化、合成燃料 ⽔素アシスト技術⽔素アシスト技術 ⽔素・アンモニア燃料⽔素・アンモニア燃料

再⽣可能エネルギーの導⼊ PPA導⼊ 次世代PVの導⼊次世代PVの導⼊ ⾵⾞・⽔⼒発電導⼊⾵⾞・⽔⼒発電導⼊

Scope1
＋

Scope2
のプロセス

2030年に向けた技術導⼊

吸収、除去量（中和）吸収、除去量（中和）注︔2018年は4⽉〜3⽉。それ以外は会計年度

2050年に向けた技術変⾰

改善の継続
除去・吸収
技術へ移⾏

改善の継続
除去・吸収
技術へ移⾏

SBTi 認定
2020年排出基準

SBTi 認定
2020年排出基準



ＳＦ6
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Scope3（=サプライチェーン）ＧＨＧ排出 最⼩化モデルの考え⽅

通勤
出張
リース

当
社

再⽣原料を製造プロセスに、直接原料
として戻すリサイクルの実現。

材料調達、物流のGHG削減
製造時のエネルギー消費減

 取引先のGHG排出削減に貢献  納⼊先のGHG排出削減に貢献

再⽣材は元々、バージン材に⽐べ製
錬エネルギー、GHG排出が「⼩」

使⽤済み製品

エネルギー

原料
物流
資本

再⽣材使⽤による
省エネ効果。
低炭素型再⽣材
による効果。

（納⼊先）
素材

メーカー

低炭素再⽣材
製鋼原料
⾮鉄インゴット
再⽣プラスチック

当社のGHG削減分

 リサイクラーのGHG排出削減

各種再⽣資源

（仕⼊先）
製品メーカー
⾏政・店舗

消費者

取引先GHG削減の創出

当社の考えるカーボンニュートラルは、Scope3のGHG排出最⼩モデル。

合⾔葉は「新結合」
地域のすべての資源を結集し結ぶ

52
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「循環経済と素材の未来」
アルミニウムの可能性と課題

54

出典 JR東海
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新幹線リサイクル 企業コンソーシアム

56

廃棄新幹線

アルミを破砕選別する世界初の技術を開発︕

再⽣アルミを使⽤する技術
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アルミニウム協会アルミ⽔平リサイクル委員会15社＋オブザーブ3社
①⽔平リサイクルプロセス認証
②再⽣アルミ⼆次資源規格

リサイクルコンソーシアム

新幹線廃棄計画、製造計画
新幹線設計情報・素材情報

プロセス認証・⼆次資源規格
適合リサイクルアルミ

製造部品規格 コンソーシアム認定

製造部位情報
⾛⾏試験結果

多様なパターンに応⽤展開︕

技術とソフトで⾼度ループを形成

NDA締結

58

LCA : Life Cycle Assessment
製品やサービスの⼀⽣を環境評価
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CO2⇩

⇦アルミニウム⾼度⽔平リサイクル⇦

60

Carbon Neutralは
LCA 全体での戦いとなる

個⼈戦→団体戦



個⼈戦 団体戦

61

時代は

62

⾃動⾞等
すべての素材領域へ展開
アルミニウム・プラスチックから
そして鉄、ガラスへ。
⇩
製造⼯程から廃棄⾃動⾞まで
インテグレート

新幹線事例
企業コンソーシアム型クローズドリサイクル



循環・3Rリレーセミナー

「⾼岡市脱炭素先⾏地域の太陽光パネルで奏でる
Circular Economy」

63

2024/2/16@ＡＰ東京⼋重洲 Xルーム（講演30分）
ハリタ⾦属株式会社 代表取締役 張⽥ 真

私たちは持続可能な開発⽬標（SDGs）を⽀援・実⾏します。

〜異業種連携による資源循環の取組〜

64

素材（アルミ）で社会をつくる

≠これまでの延⻑である、ただただ製品をつくる。
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３R ≠ CE

≠これまでの延⻑線の、ただただ製品をつくる。

66

富⼭の産官学⺠の⼒を結集させる
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TOYAMA Circular Economy Vision

⾼岡市脱炭素先⾏地域選定

富⼭⼤学 COI-NEXT 共創の場

富⼭県成⻑戦略 新産業WG

アルミ産業の歴史的経験・技術

68

富⼭⼤学 COINEXT
本格型申請へ
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三協アルミ
YKK
アイシン軽⾦属
北陸アルミ
ハリタ⾦属

など多くの⼤企
業・中⼩企業

70出典 富⼭⼤学HP

「先進軽⾦属材料国際研究機構先進アルミニウム研究センター」新設
「DX対応アルミリサイクル技術実証・検証ミニプラント」新設
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出所 産業新聞社

72

⾼岡市 環境省脱炭素先⾏地域選定︕
商店街、⼯業団地を脱炭素ドミノ

アルミで地域社会をつくる



73
出所 富⼭新聞

74

ハリタ⾦属 環境省実証事業を早くから着⼿。

2030年太陽光パネル⼤量廃棄時代を待ち伏せ
安⼼安全な⼤量処理技術確⽴
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ハリタ⾦属 環境省実証事業を早くから着⼿。

環境省脱炭素先⾏地域の選定へ導け︕
私へMissionが下る。

これまでの経験と地域の資源を総結集、
策⼠となり⼩さな脳みそをフル回転させる。

(もがく⽇々の始まり)
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申請条件
・単純なPV普及ではダメ。
・地域の特⾊を⽣かしたものであること。
・成功事例として全国へ横展可能であること。
・産官学⺠の参画が証明できること。

78

戦略
・PVをあえて逆張りで攻める
・再⽣可能エネルギー獲得のためPVパネルを限界ま使う。
・Circular Economyの要素をフルスペックで⼊れる
・地域内PVアルミ⽔平リサイクル
・脱炭素とCircular Economy＋Scope3
・尖がりをつけたストーリーへ



79出所 富⼭新聞

80出所 北⽇本新聞



81出所 富⼭新聞

82出所 産業新聞



83出所 環境省

84

⾼く評価を受けたところ

太陽光パネルを最⼤限活⽤し、
再⽣可能エネルギーの創エネと、

循環経済型太陽光パネル活⽤モデル。



参考︓経済産業省循環経済ビジョン報告書

太陽光発電設備・アルミ⽸ サーキュラーモデル

バージン素材

収集

利⽤

配荷・施⼯
（地域雇⽤創出）

マテリアル
リサイクル

メンテナンス
リペア

（地域雇⽤創出）
リユース

太陽光発電
シェア/Paas

某富⼭県内企業

三協アルミ

プラント
（⾼度選別）ガラス

アルミフレーム・架台

電極・銅ケーブル

別ループ
（地域内資源循環）

建築資材
発泡ガラス
路盤材

ハリタ⾦属（再資源化）

建築資材
サッシ
カーポート

セル付きバックシート貴⾦属回収
Ag

精錬会社

銅売却（⾦属商）

住宅メーカー
ゼネコン
地元建設会社

リサイクル素材
（資源循環）

マチナカ資源
回収ステーション

ゼロエネルギー住宅（ZEH）
ゼロエネルギービル（ZEB）

再⽣アルミ使⽤（展伸
材）

CO2削減
スラグ
再⽣ガラス使⽤
CO2削減

解体撤去
（地域雇⽤創出）

PVフレーム
PV架台

太陽光
組⽴

製造・組⽴

地域へ
再⽣可能
エネルギーの
供給

素材加⼯
製造

製品
設計

製品
設計

素材加⼯

アルミ⽸スクラップ

回収

⽔素⽕⼒発電

ケミカル
リサイクル

アルハイテックリサイクルが
困難な廃アルミ原料

アルミ⽸

⾼岡市

低炭素コースター
リサイクルと伝統産業の
「新結合」

原材料
100％エアコンリサイクル銅
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出所 北⽇本新聞

参考︓経済産業省循環経済ビジョン報告書

伝統産業 サーキュラーモデル

バージン原料
※海外依存

利⽤

配荷

リペアリユース

リサイクル素材
（資源循環） 保管

収集

クリーン
電⼒供給

鋳型作り

鋳造

仕上・着⾊⼯程

再⽣材使⽤
％CO2削減

能作

収集

プラント
（⾼度選別）

銅

ハリタ⾦属（再資源化）

製品
設計

再⽣材使⽤
CO2削減

Orii

リサイクル原料×低CO2×伝統⼯芸品 ※市場投⼊

錫製品
⾃社回収錫製品

⾃社回収

銅資源

再⽣材使⽤
CO2削減

ナガエ

シェア/ Paas
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アルミ⽸を集めてリサイクルをする
３R
≠

みんなでアルミ⽸を集めて、みんなの新しい社会をつくる
（⾏動変容を促すトリガー）

Circular Economy

90

⽣活や製品のアルミ化
⇩

選択的消費(意識・⾏動変容)
⇩

地域内アルミストック増
⇩

地域内再⽣・製造の循環
⇩

経済と環境の両⽴ 未だ誰も成し遂げていない
⇩

素材でつくる「意味WHY」ある社会
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アルミ⽸回収ははじめの⼀歩にすぎない︕
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TOYAMA Circular Economy Vision

⾼岡市脱炭素先⾏地域選定

富⼭⼤学 COI-NEXT 共創の場

富⼭県成⻑戦略 新産業WG

アルミ産業の歴史的経験・技術



93出所 ⾸相官邸

94出所 経済産業省



循環を制する者、ビジネスを制する。

95

循環を制する地域、未来を制する。
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個⼈戦 → 団体戦
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課題に満ちたこの時代にこそ、真に持続可能社会への移⾏が求められて
いる。その⼿段の⼀つとして注⽬されている欧州発の循環経済（Circular 
Economy）は、３R（リユース、リデュース、リサイクル）に付加価値の循
環を組み⼊れた真に持続可能な社会を実現するための産業システム、経
済政策である。
経済価値のものさしが⼤転換する時代において、新しい価値を⽣む循環

経済型社会システムへの移⾏と循環経済型ビジネスモデルへの転換は必須
であり地域の特性を⽣かしながら産官学総⼒戦にて挑む必要がある。正に
今、個⼈戦から団体戦の時代の幕開けである。本⽇は⾼岡市脱炭素先
⾏地域事例から太陽光パネルを最⼤限に活⽤した再⽣可能エネルギー活
⽤と循環経済型地域モデルを紹介し、地域経済を循環経済で⾰新してい
く⼀助とする。

講演要旨



循環・3Rリレーセミナー

「⾼岡市脱炭素先⾏地域の太陽光パネルで奏でる
Circular Economy」
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2024/2/16@ＡＰ東京⼋重洲 Xルーム（講演30分）
ハリタ⾦属株式会社 代表取締役 張⽥ 真

私たちは持続可能な開発⽬標（SDGs）を⽀援・実⾏します。

〜異業種連携による資源循環の取組〜

Thank you for your attention.
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私たちは持続可能な開発⽬標（SDGs）を⽀援・実⾏します。


